
平成 29年度 厚生労働省難治性克服事業ライソゾーム病研究班 

第３回班会議  

平成 29年９月２１日（木）午後１：００～５：５０PM 

会場：東京慈恵会医科大学大学 1号館 3階講堂 

 

議事            総合司会 小林博司 

１：００－１：１０ 

事務連絡―研究支援課                    相澤 敏之 

１：１０－１：２０   

平成 29 年度ー今後の取り組みに関して                    

衞藤 義勝 

１：２０－１：５０             司会 加我 牧子       

ライソゾーム病二次調査に関する今後の取り組みー  

                  調査研究（委員長：酒井 規夫） 

１：５０－４：００             司会 大橋 十也、 奥山 虎之 

 ガイドライン作成 統括委員長より― 石垣景子（委員長）、福田冬季子（副委員長） 

       （２０分） 

各担当割り   

１） ファブリ病担当：（委員長 小林正久、副委員長：中村公俊） 

２） ゴーシェ病担当（委員長：成田 綾、副委員長：渡邉順子） 

３） MPS I型、VI 型担当（委員長：小須賀基通、副委員長：濱崎考史） 

４）  チスチノーシスガイドライン作成（担当 高柳正樹） 

講評― 森實 敏夫 

４：００－４：２０                   司会 下澤 伸行            

  ライソゾーム病新生児スクリーニング対象疾患に関するガイドライン作成 

          （委員長：奥山虎之） 

４：２０－４：３０ 

―――――――――――休憩（10分）――――――――――――――― 

４：３０－５：００                   司会 辻 省次    

ライソゾーム病拠点病院構想に関して（委員長：高橋 勉） 

５：００－５：２０                   司会 鈴木 康之 

 ライソゾーム病のトランジション問題プロジェクトに関して 

（委員長 高柳正樹） 

５：２０～５：４０                   司会 矢部 普正 

 ライソゾーム病遺伝子治療推進プロジェクトに関して（委員長：大橋 十也） 

５：４０－５：５０     総括   （衞藤 義勝）                


